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 我が国が世界で生き残るには、人類にとって未知未踏の領域を追求すること

で新しい知識を得て、新しい産業を生み出すことが重要である｡新しく産業を

創造するためには、人類にとって未知未踏の分野は無限にある事を認識しなけ

ればならない｡ 
 そして、社員一人ひとりが自分にしかできないことを見つけ出し、当社が取

り組む光産業創成に向けての知識、ニーズ、競争力のある技術の開発を行うと

ともに、何が真に正しいのかを全身全霊で求める姿勢が必要である。 
 更に、新しい産業を興すために社外関係者（ステークホルダー）へその重要

性を十分説明して正しく理解していただく必要がある。 
 

 企業は従業員の行動に基づき行われるものである｡一人ひとりが責任・職

務・認識を持って、日々の仕事を通じて研鑽し、新しい知識の吸収、情報の正

しい伝達により未知未踏の領域を追求するとともに、人権を尊重し、関係法令、

国際ルールおよびその精神を遵守することは勿論のこと、社会の一員として真

に正しい行動をする企業風土を醸成しなければならない。 

また、暴力団、暴力団関係企業、総会屋など暴力、威力と詐欺的手法を駆使

して経済的利益を追求し、または社会秩序や社会の安全に脅威を与える集団又

は個人等とは一切の関係を拒絶し、毅然とした態度で対応することが必要であ

る。 

当社は、一人ひとりの社員がこのような明確で高い意識を持つことにより、

健全で信頼される企業として成長･発展しなければならない｡ 

 

 当社は､こうした一人ひとりの社員の高い倫理観の維持と光技術を通して新

しい産業を創成することにより、社会、人類に貢献することを目指す｡ 
 

以上 


